
国立市と災害時相互応援協定を締結／市長ダイアリー 市民公開講座「認知症と正しく向き合う」／ＧちゃんサミットIN北秋田市

　
北
秋
田
市
と
東
京
都
国
立
市
と
の
「
災

害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
」
の
締
結
式
が
、
11
月
18
日
に
国
立
市

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
国
立
市
は
、
東
京
都
の
中
央
部
に
位
置

し
、
府
中
市
、
立
川
市
、
国
分
寺
市
な
ど

と
接
す
る
人
口
約
７
万
５
０
０
０
人
の
文

教
都
市
で
す
。

　
当
市
と
の
交
流
は
、
旧
合
川
町
の
農
業

関
係
者
「
あ
と
つ
ぎ
会
」
の
直
売
交
流
を

き
っ
か
け
に
、
昭
和
54
年
か
ら
児
童
交
流

が
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
17
年
に
一
旦
中

断
し
た
も
の
の
、
昨
年
か
ら
合
川
中
学
校

の
生
徒
た
ち
が
「
国
立
ま
と
び
」
に
参
加

し
た
こ
と
で
交
流
が
再
開
さ
れ
、
今
回
、

災
害
協
定
締
結
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
締
結
式
で
は
、
津
谷
市
長
と
国
立
市
の

佐
藤
一
夫
市
長
が
、
お
互
い
に
協
定
書
に

押
印
し
て
協
定
を
締
結
。津
谷
市
長
は「
同

時
に
被
災
す
る
可
能
性
の
低
い
遠
隔
地
自

治
体
と
の
連
携
体
制
の
構
築
は
、
当
市
が

最
重
要
に
掲
げ
て
い
た
課
題
。
近
年
は
東

日
本
大
震
災
や
９
月
に
北
関
東
を
襲
っ
た

大
雨
に
よ
る
甚
大
な
洪
水
災
害
の
よ
う
に
、

広
域
的
な
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

国
立
市
と
災
害
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、

大
き
な
安
心
感
を
感
じ
て
い
る
。
両
市
の

絆
を
強
く
す
る
た
め
、
様
々
な
面
か
ら
交

流
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
藤
市
長
か

ら
「
防
災
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
交
流
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
教
育
交
流
と
し

て
、
例
え
ば
３
か
月
か
ら
６
か
月
程
度
の

交
換
留
学
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

の
提
案
が
あ
り
、
津
谷
市
長
は
「
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
交
流
の

広
が
り
に
意
欲
を
み
せ
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
の
災
害
時
の
相
互
協
定
は
、

旧
鷹
巣
町
が
平
成
７
年
に
北
海
道
鷹
栖
町
、

山
形
県
白
鷹
町
、
東
京
都
三
鷹
市
、
長
崎

県
松
浦
市
（
旧
鷹
島
町
）
と
、
ま
た
、
市

誕
生
後
は
平
成
24
年
に
富
山
県
小
矢
部
市

と
締
結
し
て
い
ま
す
。

市
民
公
開
講
座
「
認
知
症
と
正
し
く
向
き
合
う
」

約
６
０
０
人
が
認
知
症
を
学
ぶ

国
立
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

交
流
の
広
が
り
に
期
待

元
気
な
高
齢
者
に
よ
る
地
域
づ
く
り

◇
11
月
16
日
〜
12
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▽
北
秋
田
市
日
沿
道
・
あ
き
た
北
空
港
〜
二
ツ
井
白
神
間
建
設
促
進

期
成
同
盟
会
鷹
巣
大
館
道
路
現
場
視
察（
二
井
田
真
中
Ｉ
Ｃ
〜
鷹
巣

Ｉ
Ｃ
間
）▽
北
秋
田
市
民
病
院
運
営
連
絡
協
議
会（
市
民
病
院
）

▽
北
秋
田
市
・
国
立
市「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定

書
」締
結
式（
国
立
市
）▽
省
庁
訪
問（
東
京
都
）

▽
日
本
林
道
協
会
総
会・工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式（
東
京
都
）

▽
大
曲
鷹
巣
道
路
並
び
に
国
道
46
号
道
路
期
成
同
盟
会
要
望
活
動

（
東
京
都
）

▽
北
秋
田
市
土
地
改
良
区
統
合
整
備
推
進
協
議
会
・
北
秋
田
市
土
地

改
良
区
設
立
委
員
会（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
防
災
会
議（
本
庁
舎
）▽
綴
子
地
区
行
政
懇
談
会（
綴
子

基
幹
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
総
合
教
育
会
議（
本
庁
舎
）

▽
日
本
海
夕
陽
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
大
館（
大
館
市
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

▽
能
代
河
川
国
道
事
務
所
と
北
秋
田
市
と
の
連
絡
調
整
会
議（
本
庁

舎
）▽
北
秋
田
市
商
工
会
と
市
長
と
の
懇
談
会（
本
庁
舎
）

▽
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
・
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
新
築
オ
ー
プ
ン
テ
ー
プ
カ
ッ
ト（
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
）▽

森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭（
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
）

▽
小
林
金
四
郎
氏「
叙
勲
受
章
祝
賀
会
」（
上
小
阿
仁
村
）

▽
北
秋
田
市
議
会
平
成
27
年
12
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
医
療
団
体
と
の
業
務
協
議
会（
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
議
会
平
成
27
年
12
月
定
例
会
本
会
議
一
般
質
問（
議
事
堂
）

　
「
認
知
症
と
正
し
く
向
き
合
う
」を
テ
ー

マ
に
し
た
北
秋
田
市
民
公
開
講
座
が
、
12

月
７
日
に
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
約
６
０

０
人
が
受
講
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　
公
開
講
座
は
、
２
０
２
５
年
に
は
65
歳

以
上
の
約
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症
の
正

し
い
知
識
を
学
ぶ
た
め
開
か
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
北
秋
田
市
健
康
福
祉
部
の
柴

田
榮
則
部
長
が
「
北
秋
田
市
で
は
９
月
末

に
高
齢
化
率
が
40
％
を
越
え
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
こ
れ
か
ら
認
知
症
の
方
が
多

く
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

日
は
、
誰
で
も
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
認

Ｇ
ち
ゃ
ん
サ
ミ
ッ
ト
IN
北
秋
田
市
パ
ー
ト
３
〜
つ
な
が
る
編

知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
機
会
に
し
た

い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
秋
田
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
精
神
科
学
講
座
助
教
で
、
北
秋
田

市
民
病
院
で
も
診
療
に
あ
た
ら
れ
て
い
る

高
橋
裕
哉
先
生
が
「
身
近
な
認
知
症
と
そ

の
予
防
策
」
と
題
し
て
講
演
。
そ
の
中
で

高
橋
先
生
は
「
現
在
、
認
知
症
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
方
法
は
な
い
が
、
薬
に
よ

り
進
行
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
た
め
に
は
早
め
の
受
診
が
大
事
」
な
ど

と
述
べ
た
ほ
か
、
予
防
法
と
し
て
脳
の
血

液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
て
お
く
こ
と
や
退
屈

な
生
活
を
し
な
い
こ
と
、
睡
眠
の
質
を
よ

く
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
こ
と
を
分
り

や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
認
知

症
の
人
の
苦
痛
は
、
周
囲
の
人
と
の
関
係

に
よ
っ
て
生
じ
る
。
周
り
が
認
知
症
を
は

ず
か
し
い
こ
と
と
か
、
怖
い
こ
と
と
思
っ

て
い
る
と
患
者
さ
ん
の
苦
痛
が
増
し
ま
す
。

薬
で
病
気
の
進
行
を
抑
え
て
も
、
一
方
で

苦
痛
が
増
し
て
い
る
と
す
れ
ば
本
末
転
倒
。

全
体
で
認
知
症
と
向
き
合
っ
て
い
く
社
会

を
目
指
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　
受
講
者
は
、
先
生
の
話
に
う
な
ず
い
た

り
、
メ
モ
を
と
っ
た
り
し
な
が
ら
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
Ｇ
ち
ゃ
ん
サ
ミ
ッ
ト
IN
北
秋
田
市
」が
、

12
月
12
日
に
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
元
気
な
シ
ニ

ア
世
代
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
を
通
し
て
活
動
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
弘
前
大
学
生
涯
学
習
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
の
深
作
拓
郎
さ
ん
が

「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
を
紡
ぐ
！
こ
れ
か

ら
の
地
域
づ
く
り
と
社
会
教
育
」
と
題
し

て
基
調
講
演
し
、
そ
の
中
で
深
作
さ
ん
は

「
今
の
地
域
づ
く
り
は
、自
分
た
ち
で
や
っ

て
、
そ
れ
を
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

の
が
主
流
。
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
、

住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
課
題

を
み
つ
け
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
「
元
気
を
つ
な
ぐ
人
間
パ
ワ
ー
」を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
北

秋
田
市
の
畠
山
牧
場
ポ
ラ
ン
カ
フ
ェ
オ
ー

ナ
ー
の
畠
山
慎
咲
さ
ん
、
上
小
阿
仁
村
生

涯
学
習
奨
励
員
協
議
会
会
長
の
齊
藤
進
さ

ん
、
大
館
市
の
生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
「
は

な
し
の
泉
」
代
表
の
若
狭
幸
三
さ
ん
の
３

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
な
ど
元
気
あ
ふ
れ
る

ス
テ
ー
ジ
発
表
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
参
加

者
は
、
他
の
発
表
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

▲身近な病気の認知症について理解を深
めた市民公開講座

▲取り組んでいる活動を紹介したシンポ
ジウム

▲災害時相互応援協定を締結した津谷市
長と国立市の佐藤市長

▲ステージ発表で、日頃の活動成果を披
露するスコップ三味線のグループ

11
月
16
日（
月
）

18
日（
水
）

19
日（
木
）

20
日（
金
）

24
日（
火
）

25
日（
水
）

26
日（
木
）

30
日（
月
）

12
月
１
日（
火
）

２
日（
水
）

３
日（
木
）

５
日（
土
）

８
日（
火
）

11
日（
金
）

15
日（
火
）

じ
い
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